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This paper focuses on Business Japanese education for students in the MBA Curriculum in 
Rikkyo University. It reports the outline of “Business Japanese Intermediate” class in the 
spring term. Then it discusses the prospect of “the Rikkyo model” of Business Japanese 
education through the analysis of the conversation between Japanese learners and Japanese 
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2. MBA 課程におけるビジネス日本語教育‐立教モデル‐の概要 
2.1 MBA 課程専用ビジネス日本語教育科目設置の背景と学習目標 

































日本語教育担当者が十分に理解を共有した上で，2013 年度に本学の MBA 課程専用の
日本語科目が設置された。科目名は「Business Japanese Intermediate」と「Business 
Japanese Advanced」の２科目で，どちらも月曜日から金曜日まで各日１コマ（1 コ
マ 90 分），合計週 5 コマ，14 週の科目で，前期のみに開講される。 
 4 月の学期開始時に日本語教育センターでプレイスメント・テストを実施し，J4 と




「Business Japanese Advanced」該当の学生が 1 名のみだったため，授業運営と学
習効果の観点から当該学生を「Business Japanese Intermediate」に配置し授業を行った。 
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 2013 年度 4 月からの「Business Japanese Intermediate」クラスの受講生は６名
で，表２は，学習者の情報を示したものである。本研究ではこのうち，データの使用
許諾が得られた学習者 A,B,C の３名について見ていくことにする。 
表２ 学習者情報 
学習者名 国籍 性別 レベル 
学習者 A オーストラリア 男 中級前半 
学習者 B 香港 女 中級前半 
学習者 C インドネシア 男 中級後半 
学習者 D タイ 男 中級前半 
学習者 E 中国 男 中級前半 
学習者 F 台湾 男 中級前半 
 
3.2 ゲストセッションのデータとその分析方法 
本研究では，2013 年度 4 月から実施した元ビジネスパーソン（6 名）との 6 回のゲ
ストセッションを録画している。そのうち，ゲストセッション１回分（第 2 回 2013
年 5 月 20 日）の録画データを使用する。 
Journal for the Study of Japanese Language Education Practice Vol.1 2013   pp.51-62 
55 
 
第 2 回は社内会議を想定した活動で，次に示すような設定である。 
第 1 回のセッション（商談①）で聞き取った立教セカンドステージ大学のニーズを




























まず，流暢さについてみる。例 1 と例 2 は，学習者 B が MIB カンパニーの社員と
して作成した一つのポスター案を説明する際の発話である。 
  
















例 2 ＜３グループ目に対する学習者 B の発話＞（発話時間約１分） 






























次に談話構成の改善についてみる。例 3 と例 4 は，学習者 A が MIB カンパニーの






















例 4 ＜２グループ目のときの学習者 A の説明と，その後のゲストのコメント＞ 












 この経験を経た後の２グループ目のときに行われた発話（例 4）では，学習者 A は
「デザイン 3 枚を作成しました。えー，ポスターＡから説明したいと思います」とい
う形で，ポスター提案が三つあることを始めにゲストに了解させた上で，各々のポス













































例 6 ＜1 グループ目のときの学習者 C の発話に対するゲストとのやりとり＞ 
図２ 学習者 C が説明しているポスター 
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例 6 で行われたようなやりとりは，他にも複数見られ，1 つ目のグループとのやり
とりでは，最終的にゲストから例 7 のような質問が見られた。 
 
例 7 ＜1 グループ目のときの学習者 C のポスター説明に対するゲストの質問＞ 
質問１：立教カラーっていうと，何，何の色なんですか。 
質問２：（キャッチコピーは）順番から行くと，何が一番大切だと思いますか。（例６） 





 1 つ目のグループのゲストの質問から受けた気づきをもとに，学習者 C の 2 つ目の
グループに対する説明では，例６と例７のやりとりの内容を 1 回の発話に凝縮させた




例８ ＜２グループ目のときの学習者 C の発話＞ 
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